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あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
31
年
度
は
、
よ

り
多
く
の
児
童
が
参
加
で
き
る
よ
う
、
開

催
回
数
を
全
３
回
に
増
や
し
実
施
し
ま

す
。
オ
ー
ル
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
で
の
生
活

体
験
を
通
し
、
児
童
が
か
ら
だ
全
体
で
生

き
た
英
語
に
触
れ
る
こ
と
で
、
国
際
感
覚

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を

図
り
ま
す
。

　
本
年
９
月
に
「
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国

体
２
０
１
９
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
市
で

は
、
古
河
は
な
も
も
体
育
館
に
お
い
て
８
月

31
日
と
９
月
１
日
の
２
日
間
、
公
開
競
技

の
「
綱
引
競
技
」
が
、
９
月
８
日
に
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
「
少
林

寺
拳
法
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
古
河
市
サ
ッ
カ
ー
場
に
お
い
て
、
コ
ー

ト
全
面
の
人
工
芝
生
化
を
実
施
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
天
然
芝
の
管
理
に
必
要
な
養
生

期
間
と
し
て
、
年
間
に
お
い
て
数
か
月
間

利
用
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
た
も

の
が
、
人
工
芝
生
化
に
よ
り
年
間
を
通
し

て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

４　
産
業
労
働
に
つ
い
て

　
年
間
を
通
し
て
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
伝

統
的
な
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。
特
に
、

春
の
古
河
桃
ま
つ
り
の
開
園
式
で
は
、
平

成
最
後
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
特
別
な

ゲ
ス
ト
を
お
招
き
す
る
こ
と
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
、
県
内
外
に
古
河
市
を

Ｐ
Ｒ
し
、
交
流
人
口
の
増
加
や
市
内
商
工

業
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　
企
業
誘
致
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
茨

城
県
や
圏
央
道
沿
線
の
自
治
体
と
の
連
携

に
よ
る
Ｐ
Ｒ
、
ま
た
、
直
接
企
業
へ
の
働

き
か
け
を
行
っ
て
き
た
効
果
の
一
端
と
し

て
、
物
流
施
設
の
開
発
や
運
営
の
大
手
で

あ
る
プ
ロ
ロ
ジ
ス
が
、
北
利
根
工
業
団
地

に
お
い
て
、
さ
ら
な
る
開
発
に
着
手
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
日
野
自

動
車
古
河
工
場
内
に
、
日
野
グ
ル
ー
プ
の

架
装
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
株
式
会
社
ト
ラ
ン

テ
ッ
ク
ス
が
新
た
に
進
出
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
２
年
後
に
は
、
約
３
０
０
名

の
従
業
員
で
の
稼
働
が
開
始
さ
れ
る
予
定

で
す
。

５　
生
活
環
境
に
つ
い
て

　
地
震
等
の
災
害
発
生
時
に
お
い
て
市
役

所
の
非
常
時
優
先
業
務
の
継
続
性
が
確
保

で
き
る
よ
う
、
防
災
拠
点
と
な
る
各
庁
舎

に
つ
い
て
、
平
成
31
年
度
か
ら
順
次
、
非

常
用
電
源
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ
り
ポ
ン
プ
車

が
運
転
で
き
な
い
消
防
団
員
が
準
中
型
免

許
等
を
取
得
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
費
用

を
助
成
す
る
制
度
を
４
月
か
ら
開
始
し
ま

す
。
ま
た
、
消
防
団
員
を
地
域
ぐ
る
み
で

応
援
す
る
制
度
と
し
て
、
地
域
の
協
力
店

舗
に
お
い
て
消
防
団
員
及
び
そ
の
家
族
が

一
定
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
「
消
防

団
応
援
の
店
」
を
同
じ
く
４
月
か
ら
開
始

し
ま
す
。

　
古
河
駅
西
口
地
区
に
お
け
る
常
備
消
防

施
設
の
整
備
に
つ
い
て
、
現
在
用
地
の
取

得
が
進
ん
で
お
り
、
平
成
31
年
度
は
施
設

の
設
計
を
行
う
な
ど
、
茨
城
西
南
地
方
広

域
市
町
村
圏
事
務
組
合
と
の
協
議
を
行
い

な
が
ら
、
消
防
施
設
の
早
期
完
成
を
目
指

し
ま
す
。

６　
都
市
基
盤
に
つ
い
て

　
運
転
に
不
安
の
あ
る
高
齢
者
の
運
転
免

許
証
の
返
納
を
促
す
と
と
も
に
、
公
共
交

通
の
利
用
へ
の
転
換
を
図
る
た
め
、
運
転

免
許
証
を
自
主
返
納
し
た
高
齢
者
を
対
象

に
、
循
環
バ
ス
「
ぐ
る
り
ん
号
」
の
回
数

券
や
、
デ
マ
ン
ド
交
通
「
愛
・
あ
い
号
」

の
チ
ケ
ッ
ト
を
交
付
し
ま
す
。ま
た
、「
ぐ

る
り
ん
号
」
の
さ
ら
な
る
利
便
性
向
上
の

た
め
、
三
和
庁
舎
直
行
便
の
再
開
を
含
め

た
運
行
ル
ー
ト
や
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
を
行

い
ま
す
。

　
道
路
新
設
改
良
工
事
22
路
線
、
道
路
補

修
工
事
37
路
線
、
橋き

ょ
う

梁り
ょ
う

修
繕
工
事
３
橋

を
実
施
す
る
ほ
か
、
用
地
測
量
４
路
線
を

実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
２
１
９
橋
の
橋
梁

長
寿
命
化
修
繕
計
画
の
策
定
や
９
路
線
の

舗
装
修
繕
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
仁
連
工
業
団
地
の
整
備
に
つ
い
て
、
平

成
31
年
度
は
工
業
団
地
内
の
道
路
関
連
工

事
等
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
併
せ
て
仁

連
江
口
線
に
お
け
る
三
和
交
番
前
交
差
点

か
ら
工
業
団
地
ま
で
の
区
間
の
道
路
整
備

を
進
め
ま
す
。

７　
行
財
政
に
つ
い
て

　
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
及
び
交
付
の
た
め

の
窓
口
を
、
現
在
、
古
河
庁
舎
に
お
い
て

平
日
の
み
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
４
月
か
ら
新
た
に
同
庁
舎
で
毎
月
第

２
日
曜
日
に
お
い
て
も
窓
口
を
開
設
し
、

さ
ら
な
る
利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
市
の
情
報
を
発
信
す

る
た
め
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
自
治
体
ア

プ
リ
の
開
発
が
進
み
、
４
月
か
ら
ご
利
用

い
た
だ
け
る
見
込
み
で
す
。
子
育
て
日
記

帳
や
ご
み
出
し
カ
レ
ン
ダ
ー
、
観
光
ル
ー

ト
案
内
な
ど
の
便
利
な
機
能
を
備
え
た
市

の
ア
プ
リ
を
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

む
す
び
に

　
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
と
い
っ
た
、

か
つ
て
誰
も
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
、
こ

の
新
た
な
時
代
を
乗
り
越
え
て
い
く
た
め

に
は
、
先
人
た
ち
に
よ
っ
て
築
き
あ
げ
ら

れ
て
き
た
礎
を
、
さ
ら
に
強
固
な
も
の
に

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
私
が
市
長
に
就
任
し
て
３
年
目
と
な
る

本
年
を
「
未
来(

あ
し
た)

を
切
り
拓ひ

ら

く
挑

戦
の
年
」
と
と
ら
え
、
困
難
な
課
題
に
も

果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
将
来
の
古
河
市

発
展
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

イベント事業　　　　　　　　 47,962千円

道の駅駐車場拡張事業　　　  301,762千円

産業労働

下辺見小学校児童クラブ施設整備事業
　　　　　　　　　　　　　　　3,936千円
諸川小学校児童クラブ施設整備事業

4,116千円
古河市サッカー場改修事業

184,226千円

教育文化 市民協働
自治組織運営事業　　　　　  145,585千円

コミュニティ推進事業　　　　 12,083千円

健康福祉
社会参加活動支援事業　　　　　1,695千円

子育て拠点施設西側民活導入支援事業
　　　　　　　　　　　　　　 14,111千円
小児任意予防接種助成事業      
　　　　　　　　　　　　　　 24,317千円
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都市基盤
道路新設改良事業　　　　   519,959千円

道路補修事業　　　　　     477,728千円

仁連江口線整備事業　     　385,424千円

インターネット広報事業　　      2,903千円

第2次総合計画推進事業　　       9,598千円

行財政
新規

生活環境
駅西口地区消防施設整備事業

32,493千円
斎場施設機能整備事業 10,000千円

拡充
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▲昨年開催した新成人等と市長とのまちづくり懇談会の様子


